
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(資料)ユーロ統計局資料より作成。 

     ユーロ経済では、金融引き締め政策が続いている。そうした中で、消費者物価の上昇圧 

力にやや緩和の方向性が見え始めている。11 月の消費者物価は前期比でみる上昇スピー 

ドが鈍化し、前年比も若干低下する動きとなった。エネルギー価格の上昇一服を反映した 

ものとなっている。しかし、コア(エネルギー、食料品価格を除く物価)の物価は依然足元 

で上昇を続けており、日常生活の広範囲にわたって価格上昇が浸透していることを意味し 

ている。全体として落ち着きが出始めているものの、市民生活の厳しい状況は今後さらに 

深まる可能性があり、厳しい政策選択が求められる。 
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